






2023年度
鈴鹿事業場 交通安全活動

鈴鹿安全衛生課 交通安全
2024-1-15



鈴鹿安全衛生課
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2023年度 月度交通事故発生状況 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

12月末時点、管理上３件と良化傾向を継続中＊被害除く

(2022年)

(2021年)

(2020年)

(2023年)

二輪車
交通事故多発



交通事故推移と主要取組み（2015～2023年） 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

様々な取組みの継続が、意識向上に繋がり交通事故削減⇒イレギュラー的発生もあるものの安定傾向
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二輪車死傷事故件数

（財）交通事故総合分析センター資料引用

二輪車死傷者事故の

49％ が

「出合い頭」 と 「右折時」

で発生している！

（65,804人）
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出合い頭
40,258人

右折時 25,546人

左折時 15,956人

追突 11,072人

路外逸脱・転倒 7,085人

正面衝突 3,199人

工作物等 1,892人

その他 2,7791人

当事者別死傷事故割合

加害

被害

(46,063人)

70%

30%
(19,741人)

事故に
巻込まれる事が多い！

「出合い頭」 、 「右折時」

人的事故要因

発見の遅れ

判断ミス 操作ミス

86%

11%
3%

(56,591人)

(7,238人)

(1,974人)

二輪車は
見落とされやすい！

二輪車の事故防止について 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

「出合い頭」 、 「右折時」

二輪車の特性/危険性を学び、実事案と連動した教育

「知識」 と 「実践」 から自分ごとに捉える ｢教育の強化｣

「節目_普通・大型二輪安全運転講習会」 実施

●対象者：通勤二輪登録者、50才以上（約100名）

●原付 ⇔ 普通二輪車との特性/違い

●基本操作の確認・ルール/マナーの再認識

●加齢と反射の関係性

死亡事故は無いものの 「ALL Honda でも同傾向の交通事故事案が多く発生

＋ 鈴鹿事業場は50才以上の発生がは半数を超える・・・
二輪運転適性検査制動について

座学（知識/振返り）

交差点の右直事故を疑似体験

自車両の点検



鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

交通安全： 事故ゼロコミュニティーの拡大に向けた将来施策の具現化

交通安全講習プログラムの拡充 ： 「家族や地域の生活シーンに寄り添った」 交通安全活動の試行

通勤登録対象：四輪講習飲酒運転防止講習

暴走防止感情コントロール講習

節目世代対象：二輪講習

新入生対象：四輪講習CRT運転適性検査

通勤登録対象：二輪講習

街頭指導/ＴＶモニター

連休前：交通安全活動

従業員を対象とした
安全運転講習

地域に向けた安全運転活動

関連企業/取引先

これまでに得た知識・経験を活かし、近隣地域の交通安全活動に貢献する家族を対象とした安全運転活動
99期～

従業員

期間従業員

家族

地域

99期TRYに向け 生活シーンに寄り添った講習内容を検討、コミュニティーの拡大訴求対象者⇒家族・地域へ拡大

プログラム構成の検討対象のイメージ

◆プログラム化
◆体系化

学 校 地 域
＊モニター家族参画
＊カルテ起こしからのプログラム具現化

モニター家族
＊年間チーム

個々の生活環境に照らした「カルテ」起
こし ＊テーブル＆実走ヒアリング

シーン/環境等
のカテゴリーDB化複合

プログラム構成

個々に応じたプログラム適用検証

プログラム実践TRY

●企画の再整理

●体系化反映

●実践TRY

100期2QTR：本導入

●商品化

事故ゼロコミュニティーの拡大に向けた活動について



庁/県/市/地域からの情報や施策を連動させて、交通安全意識向上に繋がる取組みを展開

【関係機関との連携】 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

外部打上げ情報の共有と注意喚起

鈴鹿市交通安全キャンペーン先導走行

鈴鹿商工会/鈴鹿サーキット/Hondaと連携

バイクであいたいパレード先導

交通安全の日（毎月11日）

各交差点にて交通安全呼び掛け

庁/県/団体からの情報

全従業員へ周知ＰＲ



【地域貢献活動について】 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

地域社会に貢献できる交通安全活動の参画

鈴鹿市交通安全週間出発式（春）

旭ヶ丘幼稚園の園児/保護者が見学

鈴鹿市交通安全週間出発式（秋）

飛び出し実験

開始直前大雨で中止

シートベルト効果実験



毎月テーマに沿って、

『注目事項』 『気づき』 提供で注意喚起

【目（視覚）から入る安全意識】

従業員一人ひとりにが交通意識の気づきに繋がる内容で展開

交通四悪に向けた取組み
大型連休前/免許証の確認

ＴＶモニター配信

【交通安全意識高揚に向けた活動】 鈴鹿安全衛生課S
Slim
Strong
Suzuka

交通安全とは？ 速度に注意！

早めのライトオン 雨天時の注意点

二輪車の危険 飲酒は犯罪！

2023年実績：1,328名受講

2023年実績：98.0％（残りは長欠/産休者）

新人受入れ教育：飲酒運転防止講習/暴走運転防止講習

599チーム（1,797名）参加

＊2023年の結果：時点、連絡未
無事故・無違反チャレンジ123

昨年比108％↑



以上


